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 The ambiguity in English sentences which is not based on S-structural differences cannot be fully 

explained by the previously proposed Quantifier Raising Principle; however, I can give a principled 

explanation to the residual problems left unsolved if we postulate the following three Quantifier Raising 

Conditions: Quantifier Number Condition, Quantity Condition, and Inter-quantifier Maximal Projection 

Category Number Condition. This paper assumes the new theory centering on the three conditions. 

Along with verifying the reliability of the above theory, I also consider the new findings concerning 

factors decisive for the differences between vagueness and polysemy.

0.は じめ に

あ る 学 問Sに お け る さ ま ざ ま な研 究 領 域F

に お い て 、 さ ま ざ ま な振 る舞 いBが 存 在 す る

もの とす る 。 当 該 学 問Sに お け る有 限 個 の 原

理Pが 、 で き る だ け多 くのFに お い て 、 で き

る だ け 多 くのBを 説 明 で き る こ とがSに お け

る 究極 の 目標 とな る と考 え て よい 。

任 意 の 各 ジ ャ ンル をXk(X-S,P,F,B)と

す る と、 そ の 全 存 在 数nを 図 式 で 次 の よ う に

示 す こ とが で きる 。注1

(1)a.学 問 数S1…Sk…Sn

b.原 理 の 数P1…Pk…Pn

c.研 究 領 域 の 数Fl…Fk…Fn

d.振 る舞 い の 数B1…Bk…Bn

学 問 数 は有 限 個 で あ る と考 え ら れ る の で 、n

は有 限 の 数値 で あ る 。現 在 の と ころ 、学 問 数 が

どれ だ けあ る か 明確 で は な い の で 、仮 にSn個

と して お く。注2

1(1)に お け る ア ル フ ァベ ッ トは
、 次 の 頭 文 字 で

あ る。
/の＼AA●

こ こで 、理 論 言 語 学 をSkと す る と、Skの

目的 はPnのnを 限 りな く最 小 に し、Fnのn

を突 き止 め 、Bnのnが 無 限 大 に増 え る 可 能 性

が あ る こ と を 認 識 し、P1～Pnの 原 理 で 、 説

明 で き る総 量 に つ い て、Fkに お け るkを で き

る 限 りnに 近 づ け 、Bkに お け るkを で きる 限

りnに 近 づ け る の が 、 理 論 言 語 学 の 目標 と言

え る 。

本 稿 で は 、理 論 言 語 学 の視 点 か ら、英 文 の曖

昧 性 とい う研 究領 域 に焦 点 を当 て 、 そ の現 象 を

解 明 す る原 理 を構 築 す る こ と を 目標 とす る 。先

に述 べ た観 点 で 、再 度 、本 稿 の 目標 を説 明す る

と、 次 の よ うに な る 。

本 稿 の 目的 は、 理 論 言 語 学Skの 視 座 で 、

「表 面 的 な構 造 を原 因 と しな い 多 義 性 」 と い う

研 究 領 域Fk内 で の 振 る舞 いBkのkを1か ら

限 りな くnま で 広 げ て 、 原 理 的 な説 明 を 行 え

る原 理Pkを 構 築 す る こ とに あ る。

そ し て、 こ のPkに よ っ て 、Fk内 のBk,

B(k+1),B(k+2),…Bnの み な らず 、例 え

2哲 学 はnを 限 りな く1に 近づ ける こと(=全 学

問 を統合す る)を 目的 とす る可能性があ るが、通常

の学問の種類の数 えると、数値が2以 上の有限個で

あ る。



ばF(k+1),F(k+2),… な どの分 野 に お け る

B(k+1),B((k+1)+1),B((k+1)+2),… そ し

て 、B(k十2),B((k十2)十1),B((k十2)十2),…

な どに つ い て も何 らか の 説 明 が で きる こ とが望

ま しい 。

つ ま り、平 た く言 え ば 、英 文 の多 義性 を説 明

で きる 原理 が 、他 の研 究領 域 の振 る舞 い も幅広

く説 明 で きる の が望 ま しい とい う こ とで あ る 。

本 稿 で は 、 多 義性 、特 に統 語 構 造 に よ らな い

多 義性 の解 明 の た め に 、 数量 詞 上昇 が起 こる 条

件(数 量 詞 上 昇 条 件 、 略 してQR条 件 とす る)

を明確 に し、 このQR条 件 に よ り、従 来 説 明 で

きな い現 象 が 説 明 可 能 に な る こ とを検 証 す る の

が 、本 稿 の具 体 的 な 目的 で あ る 。

1.曖 昧性 とは何 か

1.1.Vaguenessに つ い て

曖 昧 性 に は、 原 則 と して2種 類 あ り、1つ

は 漠 然 性(Vagueness)と も う1つ は 多 義 性

(Ambiguity)で あ る 。 漠 然 性 と は 情 報 が 完 全

で な く意 味 が 明確 で な い で な い こ と、 多 義性 と

は複 数 の 意 味 を持 つ こ とで あ る 。

本 稿 で は 、1つ の 文 の漠 然 性 と多 義性 に つ い

て の 考 察 が 関係 す る の で 、 文 の単 位 に 限 る 。 ま

ず 、 文 の漠 然 性 を簡単 に 説 明 す る こ とに す る 。

(2)Hewentthere.

(2)文 の 意 味 は 漠 然 と して い る。 しか し文 で

あ る 限 り、 何 らか の 情 報 を伝 え て い る。(2)文

が伝 え る情 報 は、 「あ る男 性1人 が 、 過 去 に あ

る 地 点へ 、 この 文 の話 者 の ほ うか ら離 れ て移 動

した 」 とい う こ との み で あ る 。

つ ま り、 い つ移 動 した か 、 ど こか ら移 動 した

か 、 どの よ うな 手段 で移 動 した か 、 どの よ うな

理 由 で移 動 した か 、 さ らに は 、 そ の と き どの よ

うな気 持 ち で あ っ た か な どの情 報 は伝 え て い な

い。

原理的に全ての情報 を1文 に盛 り込むことは

不可能であるから、漠然性は、全ての文に言え

ることであることが分かる。そして、原理的に

漠然性 を0に できない。実は、必要なだけ漠然

性 を減少させてい くことがコミュニケーション

の目的に他ならない。

1.2.Ambiguityに つ い て

1.1.で 曖 昧 性 の1つ で あ る 漠 然 性 に つ い て 、

文 レベ ル で 述 べ た 。 本 節1.2.で は も う1つ の曖

昧 性 で あ る多 義 性 に つ い て述 べ る 。文 レベ ル の

多 義 性 は 、 次 の2つ に大 別 で きる 。

(3)a.S構 造 に お け る統 語 構 造 の違 い に よ

る多 義 性 → 構 造 的 多 義 性

b.S構 造 に お け る統 語 構 造 の違 い に よ

ら ない 多 義 性 → 非構 造 的 多 義 性

1.2.1.構 造 的 多 義 性

本 項 で は(3a)の 多 義 性 につ い て述 べ る。

(4)Nancycarelesslydrankthewater.

(5)Thedoctorlookedoverhis

shoulder.

(6)Jimdecidedontheboat.

(7)Lucydidn'tstudyuntilllp.m.

(8)AnnhaslivedinJapanforthree

years.

(9)Youmaynotstayhere.

上 記 の(4)～(9)は 全 て、S構 造 にお い て 、

統 語 構 造 の違 い に よる多 義 性 が見 受 け られ る文

で あ る 。 そ れ ぞ れ2つ に曖 昧 で あ る が 、 そ の意

味 を示 して お く。(10)～(15)は 、 そ れ ぞ れ(4)

～(9)に 対 応 す る 。注3

(10)a.不 注 意 に も、 ナ ン シ ー は そ の 水 を

飲 ん だ。

b.ナ ンシ ー の そ の水 の 飲 み 方 は不 注

意 だ った 。

(11)a.そ の 医者 は彼 の肩 を診 察 した。

b.そ の 医 者 は肩 越 しに(何 か を)見

た 。

(12)a.ジ ム は ボ ー ト(で 行 く こ と、 を見

る こ と、etc.)に 決 め た 。

b.ジ ム は ボ ー トの 上 で(何 か を)決

断 した 。

(13)a.ル ー シ ー は 午 後11時 ま で 勉 強 を

継 続 した わ け で は な い。

b.ル ー シ ー は午 後11時 に な っ て勉

強 を始 め た 。

(14)a.ア ンは 日本 に来 て3年 に な る。

b.ア ンは 日本 に3年 住 ん だ こ とが あ

一62一



英文の多義性と数量詞上昇条件

る。

(15)a.あ な た は こ こ に留 ま っ て は な らな

いO

b.あ な た は こ こ に 留 ま らな くて も よ

い ○

1.2.2.非 構造的多義性

1.2.1.では統語構造 上の差 による多義性 の例

を挙げたが、本項では統語構造上の差によらな

い多義性 を示す文 を挙げる。特に、数量詞が

関係 している文を中心に取 り扱 うことにする。
注4

(16)Everybodylovessomebody.

(17)Threeboyssawtwogirls.

(18) 

(19)

John met everybody in some Italian 

city. 

What book did everybody buy for 

Jack?

以 上 の 文 は 、 そ れ ぞ れ2つ に 曖 昧 で あ る。

(16)～(19)は そ れ ぞ れ(20)～(23)に 対 応 す

る 。

(20)a.だ れ で もそ れ ぞ れ 愛 して い る人 が

い る もの だ。

b.あ る特 定 の1人 の 人 が 皆 に愛 さ れ

て い る。

(21)a.3人 の少 年 が そ れ ぞ れ 別 々 に、2

人 の 少 女 が 一 緒 に い る と こ ろ を 見

た。

3統 語 構 造 上 の 多 義 性 は本 稿 の テ ー マ で は な い の

で 、 こ こ で は詳 し く触 れ な い が 、 こ れ らの 文 のS

構 造 は2つ 想 定 で き る か ら多 義 と な る こ と を示 し

て お く。 次 の(i)～(vi)の(a)(b)は そ れ ぞ れ(10)～(15)のa.

b.の 意 味 の場 合 の生 成 位 置 で あ る。

(i)

(ii)

(iii)

(iv)

(v)

(vi)

IP-1'-r-VP-V'-V'-NP-N'

lII

Nancycarelessly(past)carelesslydrinkthatwater

(a)(b)

NP(theshoulder)

I

PP-P'-over(b)

I

IP-r-VP-V'-V'-NP(theshoulder)

II

NP(past)

△

thedoctor

lookover(a)

PP(b)PP(a)

II

IPI'VPV'

l

Jim(past)decide

PP(b)PP(a)

I

IPI'VPV'

II

Lucydidnotstudy

PP(a)PP(b)PP(inJapan)

I

IPI'VPV'V'

Annhaslived

AdvP(here)

l

IP-1'-VP-VP-V'

lll

yOUmaynOt(a)nOt(b)Stay

一e

4本 稿 で 言 う 「統 語 構 造 」 はD構 造
、 そ して そ れ

か ら派 生 したS構 造 の こ とで 、LF部 門 で の構 造 を

含 ま な い 。 統 語 構 造 の 差 に よ らな い 文 で あ っ て も、

LFで は構 造 差 が 表 れ る。 だ か ら こそ 、 意 味 的 に 多

義 に な るの で あ る。 なお 、 今 回 扱 わ な い が 、S構 造

の 統 語 構 造 差 に よ ら ない 多 義 文 は 、 主 な もの だ け で

も、 次 の よ う な もの が 存 在 す る。 意 味 の 差 は 、a.b.

で 示 す 。

(i)MarywantstomarryanItalian.

a.メ ア リー は特 定 の 決 ま っ た イ タ リ ア 人 と結

婚 した い と思 っ て い る。

b.メ ア リ ー は 特 定 の 人 が い る わ け で は な い

が 、 イ タ リア 人 と結 婚 した い 。

(ii)Johnmethiswifeattheparty.

a.ジ ョ ン は彼 の 妻 にそ のパ ー テ ィ で(約 束 を

して 、偶 然 、etc.)会 った 。

b.ジ ョ ンは そ の パ ー テ ィで(初 め て)妻(と

な る 人)と 出 会 った 。

(iii)PeteralmostkilledBetty.

a.ピ ー ター はべ テ ィ を も う少 しで 殺 す と こ ろ

だ っ た。[ベ テ ィは無 傷]

b.ピ ー タ ー は べ テ ィ を 瀕 死 の 状 態 に させ た 。

[ベ テ ィは 重傷or重 体]

(iv)Bobloadedthetrucks.

a.ボ ブ はそ の トラ ッ ク を(何 か に)積 み 込 ん

だ。

b.ボ ブ は そ の トラ ッ ク に(何 か を)積 み 込 ん

だ 。

(v)Billhitthecar.

a.ビ ル は そ の車 を殴 っ た。

b.ビ ル は そ の 車 に ぶ つ か っ た 。

(vi)Lizisabeautifultypist.

a.リ ズ は容 姿 の美 しい タ イ ピ ス トだ。

b.リ ズ は文 字 を美 し く打 て る(=鮮 や か に 仕

事 が で きる)タ イ ピス トだ 。
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b3人 の 少 年 が 一 緒 に1人 の 少 女 を

見 て、 また 後 に も う1人 の 少 女 を見

た 。

(22)a別 々 の イ タ リア の 都 市 で 、 ジ ョ ン

は一 人 ひ と りに会 っ た 。

bあ る 特 定 の イ タ リ ア の 都 市 で 、

ジ ョン は皆 に会 った 。

(23)a皆 が そ れ ぞ れ 個 々 に ジ ャ ッ ク に ど

ん な本 を買 っ て あ げ た の?

b皆 が 共 同 で(一 緒 に 行 動 し)

ジ ャ ッ ク に どん な 本 を買 っ て あ げ た

の?

2.数 量 詞 上 昇 の考 え方

2.1.従 来 の 説 明 方 法

S構 造 上 の統 語構 造 の 差 に よ らな い多 義 性 の

問 題 は 、 意 味 解 釈 部 門で あ るLFで の構 造 差 に

よっ て 説 明 で きる可 能性 が 指摘 され て い る 。 数

量 詞 が 入 っ て い る場 合 は 、 数 量 詞 上 昇 とい う

LF規 則 の1つ で 説 明 が 可 能 で あ る とされ る。

数量 詞 上昇 はMay(1977)の 用 語 で 、 数量 詞

を含 む名 詞 句 をIP付 加 す る こ とに よ り、 数 量

詞 の 作 用 域 の 複 数 性 を説 明 す る 理 論 と言 え る。

数量 詞 上昇 はQuantifierRaisingと い うの で 、

以 後QRと い う省 略形 を使 用 す る こ とに す る 。

QR説 とは、QRを 通 してIP付 加 され る 数量

詞 の 違 い に よ り、 文 の 多 義 性 を説 明 す る 理 論

と言 え る。 例 え ば(16)や(17)が 説 明 で き る。

(16)と(17)のLF表 示 を、 そ れ ぞ れ(24)と

(25)に 示 す 。(24a,b)、(25a,b)は 、 そ れ ぞ れ

(20a,b)、(21a,b)に 対 応 す る 。注5

(24)a.[IPIeverybodyi[IP2somebodyj

[IP3tilovestj]]]

b.[IPIsomebodyj[IP2everybodyi

[IP3tilovestj]]]

(25)a.[IPIthreeboysi[IP2twogirlsj

[IP3tisawtj]]]

b.[IPItwogirlsj[IP2threeboysi

[IP3tisawtj]]]

こ のQR説 で は 、 動 詞 に は さ ま れ た2つ の 数

量 詞 の み な らず 、 他 の 構 造 で も多 義 性 を説 明 で

き る 。 例 え ば 、(18)の よ う に 、 数 量 詞 が 前 置

詞 を は さ ん で 存 在 す る 場 合 も 、 そ の 多 義 性 が 説

明 可 能 で あ る 。(26a,b)は 、(22a,b)に 対 応 す

る 。 な お 、(18)文 はMay(1977)で 論 じ て い

る 文 で あ る 。

(26)a.[IPIeverybodyi[IP2somej[IP3

John[VPmetti[PP[NPtjItalian

city]]]]]]

b.[IPIsomej[IP2everybodyi[IP3

John[VPmetti[PP[NPtjItalian

city]]]]]]

更 に 、WH句 とeveryoneが 一 文 内 に 生 じ た

(19)も 、 多 義 性 が(16)～(18)の 場 合 と 酷 似

し て い る の で 、WH句 は 数 量 詞 と し て の 機 能

を持 っ て い る と判 断 で き る 。 だ か らQRが 可 能

で あ る と考 え て よ い 。 但 し 、LFに お け る 数 量

詞 は 、WH句 がS構 造 でCP指 定 部 に 生 じ る

の で 、CP付 加 さ れ る 。(27a,b)は(23a,b)に

対 応 す る 。

(27)a.[CPIeveryonei[CP2whatj[CP3

[tjbook]kdid[IPtibuytk]]]]

b.[CPIwhatj[CP2everyonei[CP3

[tjbook]kdid[IPtibuytk]]]]

5(17)はGil(1982)が 挙 げ て い る例 文 で あ るが
、

池 内(1985)は 、Gilの 説 明 を引用 しつつ、4つ に

多義 的 と述べ ているが、数量詞 上昇の視点 か らは、

2つ に多義であ るとされ、筆者のネ イテ ィブチ ェッ

クによって も、直感的 にも、2つ に多義であ ること

が妥当であ ると思われ る。4つ の多義性の詳細 につ

いて は、石井(2000)を 参照。

2.2.従 来 の 説 明 の 不 十 分 さ

以 下 の 英 文 は 、(31a)を 除 き[2.1.参 照]、 全

て 多 義 で は な い。 しか し、 従 来 のQR説 で は、

以下 の全 て の ケ ー ス でQRが 起 こ り、多 義 性 が

な い 英 文 を も誤 っ て 多 義 性 が あ る と判 断 さ れ

る 。

(28)Somebodyloveseverybody.

(29)a.EverybodyinsomeItaliancity

metJohn.

b.EverybodymetJohninsome

ItalianCity.

c.InsomeItaliancity,Johnmet
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(30)

(31)

everybody. 

d. In some Italian cities, John met 

 everybody. 

a. John met somebody in every 

Italian city. 

b. In every Italian city, John met 

 somebody. 

a. What did everybody buy for 

Max? 

b. Who bought everything for 

Max?

(16)文 のeverybodyとsomebodyを 入 れ

替 え た(28)文 は多 義 で は な い 。 しか し、 どち

ら も数 量 詞 的 な特 質 を持 っ て い る の に 、(28)

文 の語 順 で はQRが 起 こ らな い の は何 故 か を解

明 す る 必 要 が あ る 。

(18)文 の 主 語 と動 詞 句 内 の 要 素 を(29a)の

よ う に 入 れ 替 え た 場 合 は、(16)文 に 入 れ 替 え

を施 した(28)文 と同 じ く多 義 性 は消 え る。 ま

た 、 主 語 と 目 的 語 を入 れ 替 え た(29b)も 、 多

義性 は 消 え る 。 次 にinsomeItaliancityを 文

頭 に移 動 し た(29c)も 、 更 にcityを 複 数 形 に

した(29d)も 多 義 で は な い 。

最 後 に、(18)文 のeverybodyをsomebody

に 、someItaliancityをeveryItaliancityに

した(30a)は 多 義 で は な く、 また 、inevery

Italiancityを 文頭 へ 移 動 した(30b)文 も多 義

で は な い 。

つ ま り、 数 量 詞(的 表 現)が2つ 現 れ て も、

多 義 で あ る場 合 と多 義 で な い場 合 の2つ が あ り

う るが 、 こ れ を ど う説 明 す る か が 課 題 で あ り、

これ まで の 数量 詞 上昇 理 論 で は解 明 で きな い の

で あ る 。

とい うの は 、 これ まで の理 論 で は 、2つ の 数

量 詞 が生 じる と、 数量 詞 上 昇 が起 こ りうる とい

う こ と(数 量 詞 上昇 の 必 要 条件)し か与 え られ

て い な い か らで あ る 。 す な わ ち 、 も う少 し具 体

的 に言 う と、 数量 詞上 昇 を 阻止 す る 要 因 を 明確

に提 示 し、全 て の 多 義性 を解 明 す る理 論(数 量

詞 上昇 の 十分 条件)が 構築 で きて い な い の が現

状 で あ る 。

3.数 量 詞 上 昇 原 理 の設 定

3.1.数 量 詞数 条 件

どん な場 合 に 、 数量 詞 上 昇 が起 こる可 能性 が

あ り、 そ れ ゆ え 多 義 性 が 出 現 す る か に つ い て

は 、 次 の条 件 が基 本 的 に存 在 す る もの と考 え て

よい 。

(32)数 量 詞 数条 件:n(Q)≧2注6

数量 詞 また は 数量 詞 の役 割 を果 たす 要

素 が 、1文 に2つ 以上 存 在 す る と、数

量 詞 上 昇 が可 能 で あ る 。

(32)は 、 数 量 詞 が 関 わ っ て 多 義 性 を生 み 出

す文 に お い て 、 数量 詞 の数 は合 計2つ 以上 を必

要 とす る とい う こ とで あ る 。例 え ば 、2つ の数

量 詞 α と βが生 じて い る と き、 次 の よ うな 数量

詞 上 昇 が起 こ り得 る 。 だ か ら、起 こ り うる 数量

詞 上 昇 の種 類 の 数 が 、多 義 性 の 数(=い くつ に

曖 昧 か とい う こ と)に 他 な らな い 。

(33)a.[XPαi[XPβj[YP… αi… βj

…]]]

b.[XPβj[XPαi[YP… αi… βj

…]]]

3.2.数 量条 件

3.2.1.複 数 個 の 実 体 の 基 本 的存 在 の4形 式

複 数個 の もの の存 在 の あ り方 を考 察 す る 。例

え ば 「3人 の少 年 」 を取 り上 げ て み る 。 時 間 と

空 間 の 視 点 か ら、 そ の 存 在 の 基 本 的 な あ り方

は 、 次 の4通 り とい う こ とに な る 。注7

(34)4つ の存 在 形 式 マ トリ ック ス(=時 空

マ トリ ッ クス)

S.T D.T

S-P P領 域(同 同) Q領 域(異 同)

D-P R領 域(同 異) S領 域(異 異)

6nはnumber
、Qはquantifier(数 量 詞)で 、

n(Q)は 、1文 中 の 数 量 詞 の 数 を表 す 。

7マ トリ ック ス に お け る 頭 文 字 語 の最 初 のSとD

は、 そ れ ぞ れsameとdifferent、 後 のPとTは 、

そ れ ぞ れspaceとtimeで あ る 。()内 は 〈 時

間 ・空 間 〉 の 順 で、 同 異 の 差 を示 して い る。 な お 、

spaceもSで 始 ま る の で2文 字 目のPを 使 用 す る

(こ れ はPlaceのPと 発 想 して も よい 。 む しろ そ の

方 が 理 にか な う[注8参 照])。
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3人 の少年がまとまって存在するパターンに

ついて考察する。まず、3人 が同じ時間同じ空

間を占めることは可能なのでP領 域に存在でき

る。注8

また、異なる時間に同じ空間を占めることも

可能である。その場所に一緒に継続 して滞在す

ればいいからである。だからQ領 域にも存在可

能である。つまり、Q領 域は 「静止(継 続)現

象」を特徴 とする。

ところが、3人 がまとまって同じ時間に異な

る空間を占めることは不可能である。何故な

ら、3人 でな くても、ある実体が同じ時間に異

なる空間を占めるということは、SF的 だが、

分身の術でも使わない限 り、不可能である。つ

まり、R領 域は、3人 がまとまって存在できる

領域ではないのである。

さらに、S領 域は、異なる場所に移動するこ

とで存在できる。実は、移動 とは、同じ実体が

異なる時間に異なる場所 を占めることに他なら

ない。つまりR領 域は 「移動現象」 を特徴 とす

るのである。

では、R領 域に3人 が存在することは全 く不

可能なのであろうか?答 えは否である。という

のは、3人 が1人1人 ばらばらで存在すること

ができるからである。

3.2.2.時 空 と存 在 の 同 異 性

3.2.1.で 考 察 した こ とを踏 ま え て、 次 の(35)

文 を考 察 す る 。

(35)Threeboysstudy.

3.2.1.で 検 討 した よ う に 、R領 域 に は3人 の

少 年 が ば らば らに勉 強 して い る とい う こ とで あ

れ ば 、存 在 可 能 で あ る 。 また 、3人 が ば らば ら

で存 在 で きる の は 、Q領 域 やS領 域 で も可 能 で

あ る。 時 空 の 同 異 性(時 間 と空 間 が 同 じか 違

うか と い う視 点)、 存 在 の 同 異 性(複 数 の 存 在

物 が一 緒 か ば らば らか とい う視 点)の2側 面 か

ら、(35)の 事 象 の あ り方 を ま とめ て み る。注9

(36)時 空 ・存 在 マ トリ ッ クス(「3人 の少 年 が勉 強 す る 」 の場 合)

＼ S-T D.T

S-P
9 3人 一 緒 に勉 強 す る(a) 9 3人 一緒に勉強を継続する(e)

i な し(b) i 3人 の勉強時間が異なる(f)

D-P
9 な し(c) 9 3人 一緒に勉強場所を変える(g)

i 3人 の勉強場所が異なる(d) i 3人 の勉強時間と場所が異なる(h)

(36)か ら、(35)文 は(a),(d)～(h)の6つ の

意 味 の可 能性 を持 つ こ とに な る 。 同 じ場 所 で 同

じ時 間 に3人 が個 別 に存 在 す る(=1人 ず つ し

か い な い)と い う状 況 は 、 原理 的 に不 可 能 な の

で 、(b)の 状 況 は あ りえ な い。

3.2.3.曖 昧 性 の再 検 討

(35)文 は、 時 空 性 と存 在 性 に 関 し て複 数 の

意 味 を想 定 で きる に は 違 い な い が 、 「多 義 」 と

は感 じな い 。 これ が何 故 な の か を掘 り下 げ て考

え る こ とにす る 。

まず 、(17)文 を再 検 討 す る こ とで 「多 義 性 」

と は何 か を再 検 討 す る。(17)文 の 「時 空 ・存

在 マ トリ ッ クス 」 は(37)の よ う な もの で あ る

と思 わ れ る 。注10

8実 は
、純粋 な物理 学的視 点で は、異 な る実体 が

同 じ空間 を占め ることは不可能であ るが、言語的 に

同 じ場所 と発想す る 「空間」 に存在 してい ることを

「同 じ空間 を占める」 と表現す る もの とす る。つ ま

り、実際 には、同 じ空間 を占め る3人 の少年 は、厳

密 に同 じ物理空間 を占めてい るので はないが、言語

的 に同 じ場所 にい るとい うことになる。

9「 事 象 の あ り方 」 を示 す ダ イ ア グ ラ ム は 「時 空 ・

存 在 マ トリ ッ クス 」 と 名 づ け る。gはgroupの 略

で 「一 緒 に行 動 す る パ タ ー ン」、iはindividualの

略 で 「単 独 に行 動 す るパ ター ン」 を示 す 。
10

gとiの 関 係 は、 最 初 の 数 量 詞 を 含 むNPで あ

る 「3人 の 少 年 」 に関 す る もの で あ る。
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(37)時 空 ・存 在 マ トリ ック ス(「3人 の 少 年 が2人 の 少 女 を見 た 」 の 場 合)

＼ S-T D-T

S.P 9 同 じ時間に、3人 の少年が一緒に2 9 同 じ場 所 で 、3人 の 少 年 が 一 緒 に 、

人組の少女を見た。 あ る と き1人 の少 女 を見 て 、 別 の と

き に も う1人 の 少 女 を見 た 。

1 なし 1 同 じ場所で、3人 の少年がばらばら

個別の人々が同時刻で同 じ場所に存 に、異なる時間に2人 組の少女を見

在 で き ない 。 た 。

D-P 9 なし 9 異なる場所で、3人 の少年が一緒

まとまった人が異なる場所で同時刻 に、 あ る と き1人 の少 女 を見 て 、 別

に存 在 で き ない 。 の と き に も う1人 の 少 女 を見 た 。

1 同 じ時間に、3人 の少年がばらばら 1 異なる場所で、3人 の少年がばらば

に、異なる場所で2人 組の少女を見 らに、異なる時間に2人 組の少女を

た 。 見 た 。

(17)文 の意 味 は、(37)の よ う に6つ の 意 味 の

可 能性 を持 つ こ とに な る 。 しか し、3人 の 少年

が個 々 に 少 女 を見 る場 合 、 少 女 は2人 組 で あ る

必 要 が あ る 。 つ ま り、3人 の少 年 が ば らば らで

あ れ ば 、 同 じ時 間 で あ ろ う と、 異 な る 時 間 で あ

ろ う と、 また 、 同 じ場 所 で あ ろ う と異 な る場 所

で あ ろ う と、 少 女 を1人1人 見 た とい う解 釈

は 、(17)文 には な い の で あ る。

(37)の 状 況 で 、 一 般 に 「多 義 性 」 を 感 じる

の は、3人 が 一 緒 の 場 合 と個 々 の 場 合 の2つ

が 存 在 す る こ とが 必 須 で あ り、 しか もそ の と

き、 も う1つ の 数量 詞 に つ い て は 、3人 が 一緒

の場 合 は 、 ば らば らで 、3人 が ば らば らの場 合

は 、 一緒 で あ る とい う意 味 が 出 る場 合 に 限 る と

思 わ れ る 。 第1数 量 詞(文 の最 初 に現 れ る 数量

詞:Qlと 表 記)と 第2数 量 詞(2番 目 に現 れ

る 数量 詞:Q2と 表 記)と9(集 団性)とi(個

別性)の 関係 性 を、 次 の よ うに 表 す こ とが で き

る 。 注ll

(38)a.Qlのg解 釈

→Q2のi解 釈

b.Q1のi解 釈

→Q2のg解 釈

この(38)が 、 多 義性 が起 こる 条件 を示 唆 して

い る 。 具体 的 に は 、 多 義性 を感 じ させ る た め の

2つ の条 件 を導 き出せ る 。 まず 、言 う まで もな

い が 、QlとQ2の2つ の 数 量 詞 が 必 要 で あ る

とい う こ とで あ る。 こ れ は 、3.1.の 数 量 詞 数 条

件 の存 在 を証 明す る もの と言 え る 。

も う1つ は 、Q1がg解 釈 とi解 釈 の 両 方 の

解 釈 を許 す と い う こ とで あ る。 こ れ は、Qlが

2以 上 で あ る こ と を条 件 づ け て い る こ とに他 な

らな い 。

つ ま り、多 義 性 を感 じ させ る条 件 と して 、数

量 詞 数条 件 に加 え 、 次 の よ うな条 件 が課 せ られ

る

(39)数 量 条 件:n(N/Ql)≧2注12

一 文 の最 初 に現 れ る数 量 詞 が2以 上 を表 わす

場 合 、LFで の 数量 詞 上 昇 が可 能 で あ る 。

3.2.4.漠 然 性 と 多義 性 の再 考

3.2.1.～3.2.3.の 考 察 に よ り、 曖 昧 性 の2分

類 で あ っ た 漠 然 性 と 多 義 性 の 違 い を 、1.1.と

1.2.で 述 べ た 観 点 とは 別 の 角 度 か ら、 再 確 認 で

きる 。特 に 数量 詞 が生 じて い る文 の漠 然 性 と多

義 性 の違 い が 明 白 に定 義 で きる 。

(40)a.漠 然 性 条 件:

Aま た はBな らば 文 は 漠 然 と して

い る 印象 が 出 る。

A:n(Q)ニ1

11
g解 釈 とは 「Qが 表す個 数のNが 一 緒で ある」

とい う解釈 、i解 釈 とは 「Qが 表す個数 のNが 個別

であ る」 とい う解釈の こととす る。

12数 量 詞Qが 表すN( =名 詞 で表 される事物)の

個数 をn(N/Q)の 形 で表示す る ものとす る。
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B:n(N/Ql)=1

b.多 義 性 条 件:

Aか つBな ら ば 文 は2つ に 多 義

で あ る意 味 を持 つ 可 能 性 が あ る。

A:n(Q)≧2

B:n(N/Ql)≧2

(40a)のAの 例 は(35)文 で あ る。 数 量 詞 が

1つ しか生 じて い な い か らで あ る。 こ の場 合 、

数量 詞 が 表 す 数 は2以 上 で も よい 。n(N/Q)

=1と い う条 件 は な い か らで あ る。(35)文 の

数量 詞 情 報 は 、 以 下 の 通 りで あ る 。注13

(41)S(threeboys)

→[n(Q)-1 ,n(N/Q)=3]

(36)で 示 され た6つ の 意 味 の 可 能 性 は 、(35)

文 が 表 す 漠 然 性 に 過 ぎな い 。 実 際 に は(35)文

の基 本 情 報 は 「3つ の[+male,-adult]の

素 性 を持 つ[+human]な る実 体 が 勉 強 す る

とい う習慣 的行 為 を行 っ て い る 」 で あ る 。

(35)文 は、 一 緒 に勉 強 して い る の か 、 ば ら

ば らで勉 強 して い る の か 、勉 強 の 時 間 は 共 通 し

て勉 強 して い る場 所 が 違 うの か 、勉 強 して い る

場 所 が 共 通 して勉 強 の 時 間 が 違 うの か 、 この 辺

りの 時 空 情 報 が は っ き り して い な い の で あ る。

これ は漠 然 性 に他 な らな い 。

また 、 更 に 詳 し くは 、何 時 か ら何 時 まで勉 強

して い る の か?ど ん な 場 所 で 勉 強 して い る の

か?な ど も無 指 定 で あ る。 時 空 に 限 ら な け れ

ば 、 どん な 目的 を持 っ て勉 強 して い る の か?ど

ん な 手段 で勉 強 して い る の か?な ど もは っ き り

して い な い 。

次 に 、(40b)のB条 件 は 、2つ 以上 の 数量 詞

が1文 に生 じて も、先 頭 の 数量 詞 が1を 示 す な

らば 多 義 で は な くな る とい う こ とを 意 味 して い

る 。例 え ば 、 次 の 文 は 多 義 で は な く、漠 然 と し

て い る とい う こ とに な る 。

(42)Oneboysawtwogirls.

13数 量 詞 に関す る情報 を 「数量 詞情報 」 と呼 び
、

「数量 詞 を用い た名詞句が含 まれ る文→[1文 中の

数量詞数,当 該数量詞の表す数]」 で表記す るもの

とす る。「数量詞 を用いた名詞句が含 まれ る文」は、

「S(数 量詞 を用いた名詞句)」(Sはsentenceの 略)

で表す。具体的 な数 を用いて書いて もよい。

(i)S(threeboys)→[1,3]

(42)に お け るoneは 、g行 動(グ ル ー プ で

行 う活 動)が 不 可 能 で あ る 。 だ か ら、 グ ル ー プ

を解 体 して行 う個 々 の行 動 も不 可 能 で あ る。g

行 動 やi行 動 が で き ない とg解 釈 やi解 釈 が 不

可 能 と な り、 多 義 性 を感 じな い。 こ の場 合 、R

領 域 の解 釈(1人 の少 年 が 同 じ時刻 に2つ の異

な る場 所 で 、1人 ず つ少 女 を見 た)は 不 可 能 で

あ る(1人 が 同 じ時刻 に2つ の場 所 を占 め る の

は不 可 能 だ か ら)が 、P領 域 、Q領 域 とS領 域

の解 釈 は可 能 で あ る 。

(43)a.P領 域:1人 の 少 年 が 同 じ時 刻 、

同 じ場 所 で、2人 組 の少 女 を見 た。

b.Q領 域:1人 の 少 年 が あ る 時 刻 に

1人 の 少 女 、 別 の 時 刻 に も う1人 の

少 女 を 見 た が 、 見 た 場 所 は 同 じ で

あ った 。

c.S領 域:1人 の 少 年 が あ る 時 刻 に

1人 の 少 女 、 別 の 時 刻 に も う1人 の

少 女 を見 た が 、 見 た場 所 は異 な っ て

い た 。

(43)の よ う な解 釈 が 可 能 な の に、 多 義 で あ

る 感 じは し な い。 これ も(42)文 の 漠 然 と した

内 容 を 感 じ させ る だ け で あ る。 こ の 理 由 は、

Qlが 分 割 不 可 能 な1で あ るか らで あ る。 注14

ち なみ に、(40b)のAは 、 数 量 詞 数 条 件 、B

は 、 数量 条 件 に他 な らな い 。

3.3.数 量 詞 間 最 大 投射 範 疇数 条件

(40b)の 多 義 性 条 件 、 す な わ ち 、(32)の 数

量 詞 数 条 件 と(39)の 数 量 条 件 を ク リア して い

る の に 、 多 義 で は な い と思 わ れ る文 が 存 在 す

る 。

そ れ は 、(29a),(29b),(29d),(30b)そ して

(31b)で あ る。(29a,b)に お い て はeverybody、

(29d)に お い て はsome…cities(複 数)、(30b)

で はevery…cityと な っ てい るの で 、n(N/

Q1)≧2で 、 数量 条 件 を満 た して い る 。

な お 、(31b)のwhoは 複 数 形 と して 考 え る

こ と も可 能 な の で 、 数 量 条 件 を 満 た す 場 合 も

あ る。 満 た し た と して も、 通 常 多 義 に は 感 じ

な い 。 つ ま り、Whoboughteverythingfor

Max.(誰 々 が マ ッ クス に全 て の もの を 買 っ た
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の)と い う文 は 、 この 文脈 に お け る全 て の個 数

をnと し、Aを 人 、Bを 物 と して 、 「AlがBl

をA2がB2を …AnがBnを マ ッ ク ス に 買 っ

て あ げ た とい う こ とで す が 、 そ れ らは だ れ で す

か 」 とい う意 味 に解 釈 しに くい と思 わ れ る 。 や

は り共 同 で 買 っ て あ げ た とい う意 味 が 出 る 。

これ まで の 議論 か ら、 多 義性 を生 み 出 す 条件

が 、少 な くと も も う1つ あ る こ とが分 か る 。 そ

の条件が何であるかを考察する。

そこで、多義性 を生み出す文の構造 を記述 し

て、その構造に、もう1つ の条件 を構築するヒ

ントがあると考える。まず、構造 が大 きくかけ

離れている(16)文 と(18)文 の構造 における共

通点を考察する。それぞれの構造 を横書 き樹形

図で表す ことにする。

(44) a. Everybody loves somebody. 1= (16)1 

   b.  NP  —  IP  —  I'  —  VP  —  V'  —  NP  

 A  I I A 

 everybody —s love somebody 

(45) a. John met everybody in some Italian city.  1= (18)1 

 b. N'  — Italian city                   

1 

                              NP  — some                    

1 

                        PP  —  P'  —  in                

1 

 NP  —  IP  —  I'  —  VP  —  V'  —  NP 

  A  I  I A 

       John (past) meet everybody

(44)と(45)に お け るQ1とQ2の 問 に 介 在 す

る最 大投 射 範 疇(XP)の 数 を調 べ て み る と、 ど

ち ら も 「4」 で あ る 。

(46)a.(44):NP→IP→VP→NP

:最 大 投 射 範 疇 二4

b.(45):NP→VP→PP→NP

二最大投射範疇=4

そこで、QRを 誘発する第3の 条件を 「数量

詞間最大投射範疇数条件」 とする。

(47)数 量詞問最大投射範疇数条件:

14(42)文 に対 し
、Q2に つ い て 、n(N/Q2)=1で

あ る、 つ ま り、Q2の 数 量 詞 が1を 表 す 次 の 文 の 場

合 も多 義 に感 じない はず だ とい う反 論 が あ るが 、 こ

れ は間 違 い で あ る。

(i)Twoboyssawonegirl.

(i)文 の場 合 、2人 の 少年 が一 緒 にonegirlを 見 た

の か、 別 々 に 見 た の か に つ い て は 、 漠 然 性 に属 し、

別 に多 義性 を感 じな い の で あ るが 、Q2のoneが 表

わ すgirlの 実 際 の 数 は2で もい い か らで あ る 。 つ

ま り、(i)文 は 次 の よ う な 解 釈 が で き る の で あ る。

だ か ら、 多 義 性 に属 す るの で あ る。

(ii)a.2人 の 少 年 が 一 緒 に1人 の 少 女 を見 た 。

[少 女 は1人]

b.2人 の 少 年 が 別 々 に、 そ れ ぞ れ 異 な る

1人 の 少 女 を見 た 。[少 女 は2人]

現 実 に 次 の よ う な 文 が 言 え る とい う こ と は、(ii)b

の 解 釈 が 可 能 で あ る とい う こ とで あ る。

(iii)Twoboyseachsawonegirlat

differenttimesbutthegirlseenbyone

boywasdifferentfromtheoneseenby

theother.

(iii)文 でtimesの 代 わ りにplacesと して も文 は 成

立 す る こ と も付 記 して お く。

(42)文 のQlのoneが 表 わ すboyに つ い て は 、2

人 の 解 釈 は不 可 能 で あ る。

(iv)*Oneboysawtwogirlsbuttheoneboy

whosawoneofthegirlswasdifferent

fromtheonewhosawtheother.
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n(Ql-XP-Q2)=4注15

S構 造 にお い て 、2つ の 数量 詞Qlと

Q2の 問 に 介 在 す る最 大 投 射 範 疇 の 数

が4で あ れ ば 、 そ の2つ の 数量 詞 に つ

い て 数量 詞 上 昇 が 可 能 で あ る 。

3.4.QR誘 発3条 件 の 検 証

QRが 起 こ る 条 件 と して 、3.1.で 数 量 詞 数 条

件 、3.2.で 数 量 条 件 、3.3.で 数 量 詞 問 最 大 投 射

範 疇 数 条件 を提 案 した 。 以 下 に ま とめ て お く。

(48)a.数 量 詞 数 条 件:n(Q)≧2

b.数 量 条 件:n(N/Ql)≧2

c.数 量 詞 問 最 大 投 射 範 疇 数 条 件

:n(Q1-XP-Q2)=4

これ まで多 義 性 の有 無 を説 明 で きて い な い文

に つ い て 、(48)で 説 明 可 能 で あ る か ど うか を

検 証 す る 。2.2.で 挙 げ た(28)～(31)を 説 明 し

て み る 。

(28)～(31)は 全 て 数 量 詞 が2つ 生 じて い る

た め 、 数量 詞 数条 件 は ク リア して い る の で 、多

(49) a. Everybody in some Italian city met John.  [=  (29a)] 

   b.  N'  —  NP  —  IP  —  I'  —  VP  —  V'  —  NP 

                          A 

 everybody PP  — NP (past) meet John 

            A 

       in  — P' some Italian city 

(50) a. Everybody met John in some Italian city.  [=  (29b)] 

 b. N'  — Italian city 

                              NP  — some 

                         PP  —  P'  —  in 

 NP  —  IP  —  I'  —  VP  —  V'  —  NP 

 A A 

      everybody (past) meet John 

(51) a. In some Italian cities, John met everybody.  [=  (29d)] 

   b.  P'  —  PP  —  IP  —  IP  —  I'  —  VP  —  V'  —  NP                      

I A 

     in NP John (past) meet everybody 

        A 

          some Italian cities 

(52) a. In every Italian city, John met somebody.  1=  (30b)1 

   b.  P'  —  PP  —  IP  —  IP  —  I'  —  VP  —  V'  —  NP                     

I A 

     in NP John (past) meet somebody 

        A 

          every Italian city

15数 量 詞Q1とQ2の 問 に介在 す る最 大投 射範 疇

(XPで 代表する)の 数 をn(Q1-XP-Q2)で 表す。
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義 で あ る 可 能性 が あ る と言 え る 。

しか し、(28)、(29c)、(30a)は 数 量 条 件 を

ク リア して い な い の で 、多 義 で な くな る の で あ

る 。 と い う の は、(28)と(30a)のsomebody

や(29c)のsomeはQ1と して 生 じて お り、 し

か も、1人 また は1つ の市 しか 表 さな い 。 だ か

ら数 量 条 件 違 反 と な り、QRは 起 こ らず 、 そ の

結 果 、 文 が 多 義 で は な くな る の で あ る 。

残 さ れ た(29a,b)、(29d)、(30b)そ し て

(31a,b)は 、 数 量 詞 間 最 大 投 射 範 疇 数 条 件 が 関

わ っ て い る と思 わ れ る 。 そ れ ぞ れ が この条 件 を

ク リ アす る か ど うか をチ ェ ッ クす る。 そ こで 、

そ れ ぞ れ の構 造 を横 書 き樹 形 図 で示 す こ とにす

る 。

Q1とQ2問 の最 大 投 射 範 疇 数 は 、(49)文 で

3、(50)文 で5、(51)文 と(52)文 共 に6、 そ

して(54)文 で5の た め 、 こ れ らの 文 は 全 て 数

量 詞 間最 大 投 射 範 疇 数 条 件 を満 た さ な い の で 、

QRは 起 こ らず 、 多 義 性 は示 さな い と判 断 され

る が 、 これ は事 実 に合 致 す る 。

(53) a. What did everybody buy for Max?  C  =  (31a)1 

 b.  NP  —  N'  —  Max 

                                  PP — P' — for 

                                              ti 
    NPR— CP — C' — IP — I' — VP — V' 

A buy 

    what  '11 6 did NP  — N'  — everybody 

(54) a. Who bought everything for Max? L  =  (31b)] 

 b.  NP  —  N'  —  Max 

 PP  —  P'  —  for 

 NPR  —  CP  —  C'  —  IP  —  I'  —  VP  —  V'  — NP 

A A 

  who C ti (past) buy everything

また、(53)文 において、2つ の数量詞 問の

最大投射範疇数は4な ので、QRが 起こり、多

義性 を示すと考えられるが、これも事実に合致

する。

以上の検証 より、数量詞間最大投射範疇数条

件が正 しい条件であると判断できる。

16WH句 がNP内 に生 じて い る の は
、 次 の よ う な

疑 問 文 も生 成 可 能 だ か らで あ る。

(i)WhatbookdideverybodybuyforMax?

WH句 は 、(i)文 にお い て は、whatbookと い う

NPご とbuyの 目的 語 位 置 か ら 移 動 して きた の で

あ る。WH句 は 明 らか にNP内 の 要 素 で あ る。 同 様

に、WH句 の み が 生 じて い て も同 じ発 想 でWH句

を捉 え るの が 妥 当 で あ る。

4.結 論

第1章 で 曖 昧 性 に2種 類 あ る こ と を 述 べ 、

2.1.で 非構 造 的多 義 性 を説 明 す る従 来 のQR説

に触 れ 、2.2.で 従 来QR説 で は説 明不 可 能 な文

が あ る こ と を述 べ た 。 これ らの文 を原 理 的 に説

明 す る た め に 、QRが 起 こ る条 件 と して、3.1.で

数 量 詞 数 条 件 、3.2.で 数 量 条 件 、3.3.で 数 量 詞

問最 大 投 射 範 疇 数 条 件 を提 示 した。3.4.で 、 こ

れ まで述 べ たQR誘 発3条 件 の正 し さ を検 証 し

た 結 果 、 こ れ ま で 説 明 で き な か っ た 文 に つ い

て 、 正 し く文 法 性 ま た は非 文 法 性 を説 明 で き

た 。 した が っ て 、 これ らの条 件 は 、非 構 造 的多

義 性 の説 明 を原 理 的 に行 うた め の理 論 とな る可

能性 を有 す る と判 断 で きる 。
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な お 、(17)文 に お い て 、 「3人 と2人 が 同 時

に会 う」 とい う意 味 も出 て 、 む しろ そ れ が 普 通

の解 釈 で あ る こ と を、今 回提 案 した新QR理 論

で も説 明 で き な い の で は な い か と思 わ れ るが 、

これ は全 く問題 な い と思 わ れ る 。

まず 、今 回 の 考 察 と検 証 の 中 で 、新 た に発 見

で きた事 象 が あ る 。(55)に 示 して お く。

(55)Q1とQ2の 意 味 的 傾 向 性

a.Qlの 意 味 的 傾 向 性:

①Q1個 体 数 確 定 原 理:

Q1が 形 容 す る名 詞 句 が

表 す個 体 数 は確 定 され る 。

②Ql集 団性 無 指 定 原 理:

Q1が 形 容 す る 名 詞 句 が 表 す 個

体 の ま と ま りは 無 指 定 とな る 。

b.Q2の 意 味 的傾 向性:

①Q2集 団性 確 定 原 理:

Q1が 形 容 す る 名 詞 句 が 表 す 個

体 の ま と ま りが確 定 され な い場

合 に 限 り、Q2が 形 容 す る 名 詞

句 が 表 す個 体 の ま と ま りが確 定

され る 。

②Q2個 体 数 無 指 定 原 理:

Q2が 形 容 す る 名 詞 句 が 表 す 個

体 数 は 無 指 定 とな る 。

(55a)の ① は 、(17)文 に お い て 、 「あ る3人

の 少 年 の グ ル ー プ が あ る1人 の 少女 を 見 て 、 ま

た 別 の3人 の 少 年 の グ ル ー プ が も う1人 の少 女

を見 た 」 とい う解 釈 が で きな い とい う こ とで あ

る 。 つ ま り、Q1の 「3人 」 は 、 個 体 数 が3人

と確 定 され る の で あ る 。 図 式 で 表 す と次 の よ う

に な る 。注17

(56)a.Tl([B1十B2一 トB3]→G1)

T2([B1十B2十B3]→G2)

b.T1([B1十B2十B3]→G1)

T2(*[B4一 トB5十B6]→G2)

17×1
,X2… は 異 な るXを 表 す 。 例 えば 、T1とT2

は異 な る時 間(T-time)、B1,B2,… は 異 な る少 年

(B-boy)、Gl,G2,… は 異 な る 少 女(G-girl)を

表 す 。 「+」 の 記 号 はg行 動(=一 緒 に行 動 す る こ

と)を 示 し、 「→ 」 は動 詞 の行 為(こ の 場 合 はsee)

を表 す 。 「/」 は異 な る事 象 を分 け る記 号 で あ る。

(17)文 の 解 釈 は(56a)で あ っ て 、(56b)は

あ り え ない の で あ る(あ りえ な い 部 分 は*で 示

す)。 少 年 の 個 体 数 は3で あ っ て、6に な らな

い の で あ る。 これ に対 し、 少 女 の ほ うは(55b)

の② が示 す とお り、個 体 数 は無 指 定 で あ る 。 つ

ま り、 次 の こ とが言 え る の で あ る 。

(57)a.T1(B1→[G1十G2])

T2(B2→[G1十G2])

T3(B3→[Gl十G2])

b.T1(B1→[G1十G2])

T2(B2→[G2十G3])

T3(B3→[G3十G4])

c.T1(Bl→[Gl十G2])

T2(B2→[G3十G4])

T3(B3→[G5十G6])

(17)文 の 解 釈 で 、 少 年 が ば ら ば ら に行 動 す

る場 合 は 、少 女 の 数 は指 定 され な い とい う こ と

で あ る。 勿 論 、 個 体 数 が(57a)の ご と く2の

場 合 もあ る が 、極 端 な場 合 は(57c)の よ うに個

体 数6と い う こ と もあ りえ る とい う こ と に な

る 。

(56a)が 言 え て、 同 時 に(57)が 言 え る の で 、

少 年 の 集 団性 は無 指 定 、 つ ま り、(55a)の ② と

い う原 理 が あ る こ とが分 か る 。

更 に、(57)で 分 か る こ とは 、 どの 時 間帯 も少

女 が2人 で 集 団 を成 して い る こ とか ら、(55b)

の① の原 理 が存 在 して い る こ とが分 か る 。 つ ま

り、 例 え ば(58)の よ うな 事 象 は あ りえ ない の

で あ る 。

(58)a.*{Tl(Bl→G1)/T2(B2→G2)

/T3(B3→Gl)}

b.*{T1(B1→G1)/T2(B2→G2)

/T3(B3→G2)}

つ ま り(17)文 は、 「あ る と き少 年 の1人 が あ

る少 女1人 に会 い 、 別 の と き2人 目の少 年 が ま

た 別 の少 女1人 に会 い 、更 に別 の と き3人 目の

少 年 が 最 初 の 少 女(ま た は2番 目の 少 女)に

会 っ た」 とい う意 味 は 出 て こな い の で あ る 。

こ こで 、本 結 論 章 の最 初 に提 示 した 問題 に立

ち 返 る 。(17)文 で 一 般 に 想 定 しそ う な 「3人

の少 年 が2人 の少 女 に 同 時 に会 っ た」 とい う事

象 が 、QRで 説 明 で き な い か も しれ ない とい う
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件であるが、Qlに おいて、無指定であった集

団性を確定 し、Q2に おいて、無指定であった

個体数を確定したら、同時同場所における事象

が起 こりうる。つ まり、Q1とQ2に おいて無

指定をな くす と、「3人 がまとまって、同じ2

人に会う」という事象を表すことになる。その

事象は、次のように表記できる。

(59)T1([B1十B2十B3]→[Gl十G2])

今後の課題 としては、本稿で扱わなかった他

の非構造的多義性の例 を、本稿で提示 した 「数

量詞上昇の3条 件」で説明可能であるかどう

か、説明不可能であれば、他にどんな原理が働

いているかなどについて、考察することが挙げ

られ る。特 に、注4に 挙 げた(i)か ら(vi)ま

での英文の多義性について説明することを試み

ることが残 された課題である。

英文の多義性と数量詞上昇条件
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